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夏の花苗の移植に適した用土の調査

植物が必要とする水分量は種類ごとに違うため、用土の保水性は植物の生長の速さを大きく左右する。保水性の違う用土で生長の
差を調べることで、その植物に適した用土と灌水量を推測することで過灌水による生長の遅れや枯死を防ぐことができる。

夏の花７品種のうち、５品種で荒い土の方が生長が早く、２品種で普通土の方が生長が早かった。特にジニア、ベゴニアでは用土による生育差が大きかった。

稚苗を移植する最適なポットの大きさを調べるための比較試験し、最適な用土と組み合わせて育苗の効率化を検討する。
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【調査方法】

夏の花苗7品種(※1)を選び、稚苗を普通土と荒い土（※2）にそれぞれ6ｃｍ

黒丸ポリポットに48株移植し、2週間後に葉の長さを測定した。測定値から大

きさの割合を算出し、生長の違いをグラフ（図1）にして比較した。

(※2) 普通土と荒い土

普通土は当センターの花苗ポット栽培

用に調製した標準用土で、赤玉土：鹿沼

土：バーミキュライト：パーライト：ピ

ートモス：真砂土を1：1：1：1：1：1

で混ぜ、マグアンプと有機石灰をそれぞ

れ、0.5％加えたもの。荒い土は、保水量

を少なくするために普通土の混合割合を

4：4：2：2：1：1に変えた土で、それぞ

れの用土の水分量は（図2）のとおり。 ※ 3.5号ポットで3回測定した平均

（※1）試験栽培に使用した品種

ベゴニア：ﾍﾞｺﾞﾆｱｾﾝﾊﾟﾌﾛｰﾚﾝｽ ｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰﾛｰｽﾞ、ペチュニア：ｼｮｯｸｳｪｰﾌﾞﾊﾟｰﾌﾟﾙ

サルビア：ﾎｯﾄｼﾞｬｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ、コリウス：ﾊｲｳｪｲ混合、日々草：ｴｸｴｲﾀｰ混合

ジニア：ﾌﾟﾛﾌｭｰｼﾞｮﾝﾚﾓﾝ、ペンタス：ｸﾞﾗﾌﾃｨｰＯＧﾋﾟﾝｸ

普通土 荒い土

水分 230 160

用土 360 250
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（図2）用土別水分量(g)（図1）夏の花苗における荒い土と普通土の生長比較（％）


